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コスモエネルギー
グループ内連携
コスモエネルギー
グループ内連携プログラムプログラム コミュニケーションコミュニケーション 会 員会 員 パートナーパートナー

私たちコスモエネルギーグループが取り扱う石油は、

豊かな暮らしを支えてきた一方で、地球環境に負荷を与えてしまうことも事実です。

そこで私たちは、1990年代からいち早く環境問題に取り組んできました。

そのひとつが、「ずっと地球で暮らそう。」プロジェクトとして2002年から活動を続けている「COSMOエコ基金」です。

COSMOエコ基金は、今年度で25年目を迎えました。

エコ会員の皆さまに支えられ、気候変動対応、森林や生態系の保全や再生可能エネルギーの普及に取り組む

国内外の活動が各地で成果を上げています。

中長期ビジョンに掲げる地球と人に配慮した脱炭素志向の開かれた地域循環社会の実現に向け、

地域とのパートナーシップや次世代人材の育成につながるプロジェクトにも積極的に取り組んでいます。

私たちのひたむきな想いと取り組みを、社会のために。そして未来のために。

COSMOエコ基金は皆さまとともに歩んでまいります。

COSMOエコ基金の想い

ご支援いただいている皆さまへ

社会課題解決への
新しい取り組み

コミュニケーションの
強化

多様なパートナーシップの
構築

COSMOエコ基金の想い。その実現をめざして
COSMOエコ基金は、多様なパートナーシップにより、気候変動問題に向きあい
「地球と人に配慮した脱炭素志向の開かれた地域循環社会」づくりに貢献しています。

5つの個別戦略

3つの戦略

中長期ビジョン中長期ビジョン

ルゾンカ 典子
COSMOエコ基金  理事長

理事長あいさつ 評議員メッセージ

日頃よりCOSMOエコ基金の活動をご支援いただいている皆さまに、心より御礼申し
上げます。近年、気候変動の深刻化に加え、生物多様性の損失も世界的な課題となっ
ており、私たちを取り巻く環境は大きく変化しています。こうした状況下で、各地で
環境保全に取り組むパートナー団体の活動はますます重要性を増しており、その
取り組みをより多くの方に知っていただき、参加のすそ野を広げていくことが持続
可能な社会の実現に向けた大きな力になると考えております。
本年度は、COSMOエコ基金公式LINEアカウントを通じた継続的な情報発信や、
コスモ アースコンシャス アクト クリーン・キャンペーンへのブース出展など、皆さまと
のコミュニケーションのさらなる充実に取り組んでおります。また、3年ぶりとなる「会
員さま向けエコツアー」も予定しておりますのでぜひご期待ください。今後も、これま
で以上にさまざまなコミュニケーションを通じて、当基金の取り組みを身近に感じて
いただき、想いをともにする皆さまと活動の輪を広げていけるよう努めてまいります。
また、コスモエネルギーグループ社員が環境保全の現場を訪れる機会として「社員向
けエコツアー」を初めて実施しました。自然の中での実体験を通じて、活動の意義や
価値を実感し、社員が環境保全活動への理解と関わりを深める一歩になりました。
こうしたつながりを大切にしながら、“ずっと地球で暮らすために”引き続き活動を
推進してまいります。皆さまの温かいご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上
げます。

多田 博之サステイナブル経営総合研究所 所長

環境問題の中でも、気候変動と生物多様性の喪失は危機的な状況で、問
題はすでに顕在化し、6月で欧州の一部では40℃を超えています。また各
地で紛争や戦争が絶えず、これらは最悪の環境破壊といえます。COSMO
エコ基金の会員数は、日本最大の環境NGOと同規模を誇ります。会員一
人ひとりの想いが積み重なって、20数年にわたり、国内外の環境活動を支
援してきました。今後もこの規模を大切にしつつ、小さな個人が参加でき
る貴重な場を提供し続けてほしいと切に願います。

尾山 優子一般社団法人環境パートナーシップ会議 理事

いま、国も企業も生物多様性の推進に力をいれています。これは気候変
動と並んで生物多様性が危機的な状況にあることが背景ですが、そうし
た活動は地域と密着して初めて前に進むことができます。COSMOエコ基
金では会員の皆さまと一緒に、地域の環境活動をご支援してきました。危
機的といわれていてもあきらめることなく活動を積み重ねていくべく、基金
が多くの方に参加機会をご提供していくことを期待しています。

矢崎 芽生公認会計士・税理士　矢崎公認会計士事務所 所長

近年、猛暑や豪雨など、気候変動の影響を身近に感じる場面が増えてい
ます。COSMOエコ基金が地域や多様なパートナーと連携し、環境課題
に向きあう活動を継続していることに、大きな意義を感じています。会員
の皆さまから託された想いや資金が、確かな成果につながっていることを
わかりやすく示し、透明性と説明責任を高めていくことが、基金への信頼
をさらに深めるものと期待しています。

※記載している内容は活動の一部です。皆さまよりご寄付いただいた支援金は、上記以外のさまざまな活動にも利用しております。

2026年度から新たに国内1ヶ所、海外1ヶ所の計2つのプロジェクトがCOSMOエコ基金に加わり、
支援がスタートしました。今後の活動報告をお楽しみに！
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公益財団法人 オイスカタイ

タイ北部環境再生プロジェクト

計画していた2.4ヘクタールの植林が無事に終了しました。その後の管理も順調で、
70%以上がしっかりと根付いています。3～4月に多い山火事に備えた防火帯づくりなど、
次年度も管理を続けて、次の植林につなげていきます。
また、森づくりと地域力を養うワークショップには、村長をはじめ70世帯の住民が参加。
タイ政府が進める森の自主管理制度「コミュニティフォレスト」の登録や申請について
学び、森づくりのアイデアも共有しました。村のチーム力を高めながら、コミュニティ
づくりを前に進めていきます。

植林は無事終了してしっかり根付きました。
ワークショップで村のチーム力が向上しています。

管理作業の様子

ご支援ありがとうございます。たくさんの人と生きも
のたちの命を育む水源森を取り戻せるよう、村の
方々と一丸となって頑張ります！

認定特定非営利活動法人 ピーク・エイドネパール

ヒマラヤに森をつくろう

おもにヒマラヤのふもとにあるサマ村の「苗センター」の育苗と、植栽地の管理・調査を行いました。
苗センターでは2016年からのべ81,000本の苗を育成。うち61,000本が植栽されています。今年で9
年目となるカラマツは約4ｍに育ちました。
また、植栽地には家畜による食害を防ぐためにフェンスを設置し、8月に10,000本のカラマツを植栽
しました。これまでの植栽も85%が根付き、とくにカラマツやマツの成長が順調です。村人たちに種
の採取や土づくり、植栽活動が定着してきました。住民で森を守る意識もしっかりと育っています。

植栽したカラマツは4mの高さになり
村人たちの森を守る意識も育っています。

サマ村植栽活動左より、テンジン・ノルブ・ラマさん、ドジ・ラマさん

2016年から始まったサマ村での植
林活動は今年で10年目。2027年
までに8万本の植林をめざし、今年
も活動を行います。

特定非営利活動法人 国際マングローブ生態系協会（ISME）キリバス

海岸侵食軽減のためのマングローブ植林

地域の方々に加え環境省やJICA関係者の方々とともに約12,000本のマングローブの苗を植える
ことができました。住民参加の植林体験にも147名の方が参加しています。近年は降雨量がばらつ
きマングローブの着果が不安定なので、苗の確保や植林の回数などを検討して進めていきます。
人材育成事業にも計画を大きく上回る参加者があり、キリバス環境省の職員らが講義や実習を通し
て、マングローブのCO2吸収量測定やデータ分析などを学びました。来年度はさらに内容を深める
ため、日本から当協会理事長や専門家も渡航する予定です。

キリバス環境省の人材育成講座には10名が参加。
マングローブの植林も順調に進んでいます。

フィールドでの技術指導

左より、ヤットさん（スタッフ）、スティンさん（現場スタッフ）、
スラポンさん（村長）、春日智実さん（駐在員）

国際マングローブ生態系協会
スタッフの皆さん

海面上昇の影響を深刻に受けるキリバス
で、マングローブのグリーンインフラ機能に
期待し植林を継続しています。

プロジェクトレポート海外海外
地域の人々と協力しながら一丸となって取り組んでいます。
自然とともに暮らし続けるための未来づくりを支える活動が広がっています。

特定非営利活動法人 ヤマックル・アグロフォレストリー和歌山県

里山資源を活用した小商いの創出

和歌山県北部に位置する紀美野町は町の約75％を森林が占めます。その豊かな里山
資源を活用しようと、町では早くから作業道の整備や、間伐・出荷を担う人材育成に取り
組んできましたが、市場に出せない細い間伐材や林産物は十分に活用されていませんで
した。このプロジェクトでは、里山に興味を持つ人々を対象に、里山について学び、その
資源を使ったクラフト製品等を開発・製作・販売する「小商い」のための知識を伝える連続
講座を開設します。講座を通じて里山に関わる人を育て、里山資源を無駄なく活かしな
がら、整備に役立てる循環型林業を進めます。

和歌山県紀美野町の里山資源を活用した商品を開発し販売する
「小商い」を広め、人の手による里山の整備と自然資源を利用した
経済の循環をめざします。

里山に親しんでもらうため、タケノコ堀りをしました
左より、白井宏明さん（代表理事/職員）、宮下和佳さん（理事/職員）、
奥田郁子さん（理事）、奥田和重さん（理事）

ものづくりを通して、里山に関わる人を増やします。
皆さまのご参加お待ちしています！

各タイトル右の二次元コードより、昨年度の月次活動報告など
プロジェクトの詳細をご覧いただけます。

公益社団法人 アジア協会アジア友の会フィリピン

マングローブ植林と環境教育で進める地域の再生と自立

サンティアゴ島はフィリピン北部、ルソン島の沖合にある小島です。マングローブとサ
ンゴ礁が育む豊かな自然に恵まれていましたが、違法な乱獲、産業や生活による海の
汚染、気候変動などによって環境破壊が進み、地域経済の衰退と深刻な貧困を招く
ことになりました。その負の連鎖を断ち切るため、マングローブの植林や海洋生物の
生息地の保全に取り組みます。同時に、地域の人々に多様な自然の大切さや、それ
を保護・管理する知識を広めることで、自立した持続可能な経済と地域づくりを実現
していきます。

フィリピンのサンティアゴ島でマングローブの植林や環境教育を行うことで、
豊かな自然資源を再生し自立した持続可能な経済と地域づくりを実現します。

マングローブ植林の様子

プロジェクトの中心メンバー 右より、デニス・Y・バトイさん、
ジェラルディン・ビッグカスさん、シスター リナ・オアゾラさん、
エンリコ・カーシさん、神父 ココ・アウンさん、
マリーフェ・パディーヤさん他、村人の皆さん

気候変動の影響は島の生活に直結します。
母なる地球を守るため、地域から力を合わ
せ活動を広げます！よろしくお願いします。

プロジェクト情報新規新規
各タイトル右の二次元コードよりプロジェクトの詳細をご覧いただけます。

目標：     6,000本 達成率：     201％実績：     12,038本 
●マングローブの植林

目標：     10,000本 達成率：     100％実績：     10,000本 
●新たな植栽

目標：     60% 達成率：     117％実績：     70% 
●植林地の活着率
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